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-城下保で 「もちつき」

師走になると、各保育園では「もちつ

き」を行います。 城下保育園でも 12月 5

日、 全園児160人がもちつきをしました。

みんなが大き な声で「おも ちをつきまし

ょ ぺったん こ」と歌 う中、三人ずつ順

番に元気 につきました。

市民と市長の日 1月6日(土)午前 9時か ら正午まで、市役所 3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
「
後
期
基
本
計
画
」

(
平

成
三
年
度

i
七
年
度
)
を
策
定
す
る
に
あ
だ
り
¥
後
期
基
本

計
画
策
定
委
員
会
か
ら
計
画
素
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
十
一
月

三
十
日
に
「
後
期
墓
本
計
画
に
関
す
る
報
告
書
」
ガ
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
だ
。
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
と
本
市
の
由
緒

あ
る
伝
統
と
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
だ

第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
は
¥
自
然
と
人
間
と
が
調
和

し
だ

H

あ
だ
だ
か
い
仙
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
H

を
上
田
市
の
将

来
都
市
像
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
は
、
第
二
次
長
期
基
本
構
想
の
基
本
理
念

を
受
け
て
、
今
後
の
市
政
運
営
の
基
本
的
方
向
を
示
す
も
の

で
す
。
市
で
は
、
今
回
の
報
告
書
に
基
づ
き
¥
最
終
策
定
作

業
に
入
り
ま
す
。
来
年
度
の
早
い
時
期
巳
は
計
画
決
定
し
¥

計
画
書
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

-
第

一
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想

「
後
期
基
本
計
画
」

素
案
ま
と
ま
る
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楽しいショッピングができる商庖街イメージ

グ

市
民
の
声
を
基
本
に
計
画
づ
く
り

【21

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ

て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

H

ま
ち

づ
く
り
。
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
民
の
声
を
十
分
に

反
映
し
た
計
画
づ
く
り
を
基
本
と
し

ま
し
た
。

市
民
広
聴
の
開
催

①
各
界
階
層
別
市
民
広
聴
会

今
年
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
婦
人
、

青
年
、
高
齢
者
、
商
工
業
・
農
業
関

係
者
、
一
泊
祉
・
教
育
関
係
者
な
ど
各
界

階
層
別
に
十
一
回
開
催
し
ま
し
た
。

同
地
区
で
聞
か
れ
た
地
区
別
市
一

民
広
聴
会
(
神
川
地
区
公
民
館
)

一

(三
百
十
人
参
加
)

②
地
区
別
市
民
広
聴
会

四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
十
六
地
区

連
合
自
治
会
を
単
位
に
開
催
し
ま
し

た
。

(
千
百
四
十
九
人
参
加
)

③
ふ
る
さ
と
上
田
を
語
る
会

七
月
に
上
田
市
出
身
の
首
都
圏
在

住
の
皆
さ
ん
か
ら
、
外
か
ら
見
た
上

田
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
(
二
十
四
人
参
加
)

④
ま
ち
づ
く
り
市
民
意
識
調
査

九
月
に
二
十
歳
以
上
の
市
民
二
千

人
を
対
象
に
、
単
純
無
作
為
抽
出
に

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

(
回
収
率
五
二
・
二
%
、
有

効
回
答
千
四
十
四
通
)

広報うえだ1.12. 16 

策
定
委
員
会
の
設
置

九
月
二
十
九
日
に
、
後
期
基
本
計

画
に
関
す
る
事
項
を
調
査
研
究
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
後
期
基
本
計
画
策

定
委
員
会
」
を
設
置
。
各
種
団
体
お

よ
び
市
議
会
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ

い
た
市
民
代
表
の
皆
さ
ん
に
、
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。
(
委
員
長
・
葦
沢

達
市
議
会
議
長
)

策
定
委
員
会
で
は
、
次
の
五
部
会

を
置
い
て
素
案
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。



策定委員会部会
(敬称略)

1-r 教 産 干高 者日

見オ =同左" 業 ネ止 市
吉日

政
文 経 健

環{境整蒔
4コ〉ミ、

イヒ ;斉 康
音日 吉日 音日 音日

部コミ

名

ヨ.̂-..ミ dてE〉王、 ~会z、 dコbミ、

北 関 τJじと，、 水 主rム主『

吉日
村 摩 出 賀 dz岳z、

有日 延 イ|萎 韮 1ホ 長

名
夫 雄 ヨに三コ 助 虫日

策

定

委

貝

上田駅付近から市街地を望む

情
勢
の
変
化
に
対
応

策
定
委
員
会
で
は
、
時
代
の
大
き

な
潮
流
が
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
見
極
め
、
こ
れ
ら

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
上
田
市
が
直

面
す
る
高
速
交
通
、
高
度
情
報
、
高

齢
化、

国
際
化
、
広
域
都
市
づ
く
り

な
ど
の
新
た
な
情
勢
の
変
化
と
、
市

民
意
識
が
「
文
化
」
や
「
う
る
お
い

」

を
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

素
案
の
基
本
姿
勢

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本

姿
勢
の
も
と
に
、
素
案
の
作
成
に
あ

た
り
ま
し
た
。
十
一
回
の
各
界
階
層

別
市
民
広
聴
会
を
は
じ
め
、
市
内
十

六
か
所
で
行
わ
れ
た
地
区
別
市
民
広

聴
会
、
市
民
意
識
調
査
、
「
ふ
る
さ A 

~ 

の
審
議
経
過

と
上
回
を
語
る
会
」
な
ど
で
の
ご
意

見
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

計
画
素
案
は
、
上
信
越
自
動
車
道
、

北
陸
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
時
代

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
上
小
地
域
に

お
け
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
東

信
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
都
市
機
能
を
持
ち
、
文
化
が
根

づ
い
た
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
計
画
素
案
と
し
て

集
約
し
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
で
組
織
し
た
五
部
会

で
は
、
基
本
計
画
素
案
の
調
査
・

研

究
を
行
い
、
中
間
報
告
を
受
け
、
部

会
聞
の
調
整
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

最
終
部
会
報
告
を
受
け
、
全
般
的
な

研
究
討
議
を
経
て
報
告
書
と
し
た
も

の
で
す
。

広報うえだ1.12. 16 【3]



百圃

市では、皆さんに財政状況を理解し

ていだだくだめ、毎年上半期と下半期

の2回、定期的に内容をお知らせして

います。今回は¥平成元年度上半期の

会計別収支状況、地方債現在高、一時借

入金、市育財産の状況についてです。

(平成元年9月30日現在〉

③ 万円未満は四捨五入してあります。

平成元年度上半期(4月'"'-'9月)

2431意8，503万円

97憶 1，004万円

39.8% 

圃圃圃圃2431意8，503万円

l03憶 354万円

42.3% 

その他 13億7，750万円 (50.9%)

衛生費 15億4，379万円 (53.1%)

商工費 16億4，553万円 (72.9%)

農林水産業費 20億8，234万円 (25.5%)

公債費 24憶8，771万円 (40.9%)

教育費 30億3，340万円 (40.2%)

総務費 31億2，779万円 (4l.7%)

土 木費 42憶3，220万円 (24.6%)

民生費 48億5，477万円 (38.6%)

般
袋
計
は
・
:

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
率
の
グ
ラ
フ

その他 24億1，458万円 (42.7%)

分担金及び負担金 7億7，044万円 (42.0%)

県支出金 11億7，280万円(13.2%)

話収入 14億 172万円 (7.1%) 

地方交{寸税 14億7，000万円 (69.9%)

市 債 17億8，470万円 (0.0%) 

国庫支出金 18憶3，898万円 (31.1%)

市 F見

135億3，181万円 (52.4%)

【41広按うえ;e'1.12. 16 

交

通

安

全

川

年
末
特
有
の
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら
、

川
例
年
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

川
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ

ー

川
も、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
常
に

川
交
通
安
全
の
基
本
に
心
が
け
ま
し
ょ

川
、っ
。

川

・
歩
行
者
の
皆
さ
ん

川

マ
多
少
遠
回
り
に
な

っ
て
も
、
横
断

川
歩
道
や
歩
道
橋
な
ど
、
安
全
に
渡
れ

川

る
場
所
を
選
ん
で
横
断
す
る
。

川

マ
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
い
っ
た
ん

川

立
ち
止
ま
り、

左
右
の
安
全
を
確
か

川

め
、
速
や
か
に
渡
る
。

川

マ
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な
い
。

川

マ
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い

川

色
の
服
装
や
反
射
材
の
つ
い
た
物
な

川

ど
を
身
に
つ
け
て
。

川

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

川

マ
安
全
運
転
の
励

行

|
|
ス
ピ
ー
ド

川

の
出
し
す
ぎ
、
考
え
ご
と
、
わ
き
見
運

川

転
な
ど
に
よ
る
事
故
を
特
に
留
意
。

川

マ
飲
酒
運
転
の
追
放
|
|
酒
を
飲
む

川

機
会
の
多
い
時
期
で
す
。
飲
酒
運
転

川

は
「
絶
対
に
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

川

を
必
ず
守
る
。

年
末
年
始
の

事
故
を
防
ご
う



公営企業会計は.. • 
収入 支出

(予算現額) (予算現額)
日文 企 業 名

(収入済額) (支出済額)益

的 2{意4，421万円 2{意4，421万円
産院事業 ------_ーーーーーーー"・-- ー----ーーーー・・・・ー・・ーー，

リ史 l{意6，974万円 l倍2，230万円
支

16億 750万円 15{意6，862万円
水道事業

8{意3，123万円
ー----_-ー-ー・・・--ー--

7憶2，734万円

支出済額

特別会計は…
収入済額予算現額名計

A

Q

E

 

15億4，712万円15億7，254万円44倍9，972万円国民健康保険事業

収入 支出

資
企 業 名 (予算現額) (予算現額)

ーーー・--ー・ ー--------- ー--------------司ー.

本 (収入済額) (支出済額)

的
産院事業

360万円 1，510万円

リヌ ーーーーーーーー・・・ーー・・----ーーーーーーーーーーーーー・ー・ー.。 498万円

支
5{意3，254万円 8倍9，948万円

水道事業 -ーーーー』ー--・・・ーー---- ーーーーー・・・ーーーーーーーーー・・

1，069万円 2{意9，335万円

1，028万円3，839万円3，871万円交通災害共済事業

4，957万円9，379万円3{意2，009万円
同和地区住宅新築

資金等質問事業

。448万円l憶2，170万円土地取得事業

5{.f，1，111万円2憶し008万円22億8，383万円公共下水道事業

19憶5，305万円18f意9，865万円45{意8，184万円老人保健事業

5，895万円5，290万円l億2，057万円
福祉事業

センター事業

塩田育線肢送

電話事業
2，278万円2，151万円4，803万円

2，762万円6万円3憶し652万円農業集落排水事業

41億8，048万円

地方債現在高

一般会計

特別会計

(合計〉

-有価証券

6，336万円

th6so 

38億9，240万円

184億8，119万円

94億5，166万円

279億3，285万円

123憶3，101万円

一時借入金現在高

計
A
Q

ロ

市
有
財
産
の
状
痴
は
・
・
.

曜田a
-住宅
(敷地)

22万6，870m'
(建物)

6万 643m'

-土 地

172万1，659m'

7 

-山 林

1，675万9，640m' 

鋭炉、
安去費》

川

マ
シ

l
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
1

1

特
に

川

夜
間
の
未
着
用
が
目
立
ち
ま
す
。
「車

川

に
乗

っ
た
ら
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
。

川

着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

川

「

ゆ

く
年
・
く
る
年
交
通
安
全
運

川

動

」

実

施

中

川

口

月

日

日

1
1
月
刊
日

6億円

川/才司ごiI '，:: 

‘ 

y一一 'it ベ~ :

'--<-巴トでで-\()立~プー

灯
油
な
ど
の

流

出

事

故

十
一
月
に
入
っ
て
、
各
地
で
灯

油
な
ど
の
危
険
物
流
出
事
故
が
発

生
し
、
河
川
な
ど
を
汚
染
し
て
住

民
に
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
配
管
の
結
合
部
や
バ
ル
ブ
な
ど

の
点
検
を
。

マ
危
険
物
を
注
油
中
、
そ
の
場
を

絶
対
離
れ
な
い
。

マ
防
油
堤
の
点
検
を
(
特
に
バ
ル

ブ
は
常
に
閉
鎖
し

て
お
く
)
。
ま
た
、
内
予
h
y
-
-
k
J

未
設
置
の
施
設
は
計
「

い

同

二

早
急
に
設
置
を
。

広報うえだ1.12. 16 【5】



健康メモ企

怖い鼻血軽くみると

突
然
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
鼻
血。

鼻
皿
に
は
、
自
昇
を
か
ん
だ
と
き
鼻
水

に
血
液
ガ
混
じ
る
場
合
と
、
だ
だ
血

液
だ
け
が
ポ
タ
ポ
タ
と
出
る
場
合
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、

鼻
皿
の
出
や
す
い
部
分
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
鼻
の
穴
を
左
右
に

分
け
て
い
る
鼻
の
中
央
の
壁
で
す
。

こ
こ
は
小
さ
な
血
管
が
だ
く
さ
ん
あ

り
¥
自昇
を
か
ん
だ
り
¥
指
で
い
じ
つ

だ
り
す
る
と
簡
単
に
出
血
し
ま
す
。

今
回
は
鼻
血
に
つ
い
て
。

鼻
血
が
出
た
ら

上
を
向
か
な
い

鼻
血
が
出
る
と
、
鼻
に
脱
脂
綿
を

つ
め
て
上
を
向
く
人
が
い
ま
す
が
、

こ
の
方
法
は
血
液
が
口
や
の
ど
に
ま

わ
っ
て
し
ま

い
、
あ
ま
り
良
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

鼻
血
が
出
た

ら

ー

ー
ー

①
鼻
を
し

っ
か
り
と
つ
ま
む
。

②
あ
ご
を
引
く
。
上
は
向
か
な
い
。

③
口
を
開
け
て
、
口
か
ら
息
を
す
る
。

④
い
す
に
こ
し
か
け
、
ネ
ク
タ
イ
や

首
の

ボ
タ
ン
を
ゆ
る
め
る
。

⑤
氷
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
で
鼻
の
上
か
ら

額
に
か
け
て
冷
や
す
。

こ
れ
で
、
た
い
て
い
の
鼻
血
は
ほ

ん
の
数
分
で
止
ま
り
ま
す
。
万
一
、

血
液
が
止
ま
ら
ず
に
の
ど
に
ま
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
飲
み
込
ま
ず
に
吐

き
出
し
て
く
だ
さ

い
。
止
ま
ら
な
い

よ
う
な
ら
、
耳
鼻
科
で
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

た
か
が
鼻
血
?

思
わ
ぬ
病
気
が・•• 

「鼻
血
ぐ
ら
い
」

と
軽
く
思
っ
て

い
て
も
、
そ
の
裏
に
何
か
病
気
が
潜

ん
で
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ギ
品

l
1
0

①
鼻
血
が
出
や
す

い
人
は
、
鼻
の
中

央
の
壁
が
生
ま
れ
つ
き
湾
曲
し
て
い

ι
〈

ηυ

Z
山
れ
を

わ
v

科
ト
.d

心

島

#
じ
品
引

島司す史句愛
(j息?孫)

場

「
l
i
/

え

ηυ
レ
ep

多を 下方う貝3乙
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

②
鼻
血
が
出
や
す
く
、
止
ま
っ
て
も

た
び
た
び
繰
り
返
す
人
は
、
高
血
圧

症
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
が
ん
こ
な
鼻
づ

ま
り
や
痛
み
が
伴

こ
ん
な
点
が
変
わ
り
ま
す

【6】

法
例
改
正
で

男
女
平
等
に

広報うえだ1.12. 16 

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
最
近
は
国
際
結
婚
が
増
え
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
は
国
籍
や
性
別
の
違
い
に
よ

っ
て
、
例
え
ば
離
婚
の
と
き
な
ど
、
男
性
側
の
国
の
法
律
だ

け
が
適
用
さ
れ
、
女
性
側
の
法
律
は
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
法
律
の
適
用
上
で
も
男
女
平
等
に
扱
う
こ
と

に
し
よ
う
と
、
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
来
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

協
議
離
婚
が
可
能
に

国
境
を
越
え
て
め
で
た
く
ゴ
ー
ル

イ
ン

し
た
も
の
の
、
夫
婦
仲
が
う
ま

く
い
か
ず
、
結
局
は
離
婚
と
い
う
こ

と
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
離
婚
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で
「
夫
」
の
本
国
法
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
日
本
人
女
性
と
外
国
人

男
性
の
カ

ッ
プ

ル
の
場
合
、
外
国
人

男
性
の
本
国
法
に
よ
っ
て
は
離
婚
で

き
な
い
ケ

l
ス
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
ん
な
場
合
も
、
日
本
人
女
性
が

日
本
に
住
所
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
法

親
権
者
も
平
等
に

例
改
正
で
日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
話
し
合
い
に
よ
る

協
議
離
婚
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。



う
人
は
、
鼻
の
し
ゅ
よ
う
が
原
因
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
鼻
血
だ
け
で
な
く
、
歯
肉
の
出
血

や
パ
ン
ツ
の
ゴ
ム
・
衣
類
の
し
わ
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
皮
下
出

一
脱
)
ス
パ
イ
ク
は

(

あ
な
た
か
ら
⑨

血
ゃ
あ
ざ
を
作
り
や
す
い
人
|
|
白

血
病
や
血
友
病
と
い
っ
た
血
液
の
病

気
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
か
が
鼻
血
と
軽
く
見
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
前
記
の
症
状
の
あ
る
場
合

グ 1;_2
1党
ス。
ク

十
二
月
は
、
全
国
い
っ
せ
い
の
「
脱

，ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月
間
」

で
す
。市

で
は
こ
れ
に
党
だ
ち
、
十
一
月

二
十
二
日
に
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
推

進
市
民
会
議
」
を
開
催
し
、
①
脱
ス

パ
イ
ク
の
実
行
②
家
の
周
り
の
雪
か

き
③
地
域
ぐ
る
み
の
道
路
清
掃
④
雪

の
日
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
ー
ー
ー

な
ど
、
市
や
園
、
県
の
対
策
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が
ご
協
力
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
く
粉
じ
ん
公
害
を
な
く
す

11 

で
す

ょ
う
各
団
体
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ピ
ン
を
抜
い
て

脱
ス
パ
イ
ク
を

「
手
持
ち
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

た
だ
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
思
う
か
た
、
ピ
ン
を
抜
き
、
ス
ノ

ー
タ
イ
ヤ
と
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

先
日
開
催
し
た
ピ
ン
抜
き
広
場
で

は
、
女
性
を
含
め
多
く
の
か
た
が
参

加
し
て
ピ
ン
を
抜
き
ま
し
た

(目
写

真
)

は
、
専
門
医
に
早
く
診
て
も
ら
い
ま

!
レ
ょ
、
っ
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
7
6
)

こ
の
結
果
、
親
権
者
は
話
し
合
い

で
決
め
る
か
、
裁
判
で
争
う
こ
と
も

で
き
、
日
本
人
の
母
親
が
子
を
手
元

に
お
い
て
、
育
て
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

き
て
、
離
婚
し
た
は
い
い
が
、
子

ど
も
を
ど
ち
ら
が
養
育
す
る
か
、
つ

ま
り
親
権
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し

ょ
、っ
か
。

こ
れ
ま
で
は
原
則
と
し
て
「
父
」

の
本
国
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
父
が
外
国
人
で
母
が
日
本

人
の
場
合
、
外
国
法
に
よ
っ
て
は
、

日
本
人
の
母
が
親
権
者
に
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
改
正
に
よ
っ
て
、
「
子
の

本
国
法
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
日
本
人
の
子
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

消費生活展でのピン抜き広場(I I月25日)

老齢基礎年金の

繰り上げ請求

上
田
市
方
式
は
、
だ
れ
に
で
も
で

き
る
電
気
ド
リ
ル
を
使
う
や
り
方
で

J

す

。

こ

の

ピ

ン

抜

き

機

は

、

生

活

環

金

境

課

で

お

貸

し

し

て

い

ま

す

の

で

、

年

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

民

な
お
、
週
末
は
申
し
込
み
が
多
い

中

国

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
を

削

メ

蹴

4
r
L

お
願
い
し
ま
す
。

棚

な

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

繍

あ

(内
線

1
3
8
9
)

~

養
子
縁
組
は
よ
り
簡
単
に

こ
の
ほ
か
、
国
際
養
子
縁
組
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
養
親
、
養
子

の
本
国
法
が
複
雑
に
か
ら
み
、
養
子

縁
組
の
成
立
を
難
し
く
し
て
い
ま
し

た
が
、
改
正
に
よ
り
養
親
の
本
国
法

に
一
本
化
き
れ
、
分
か
り
ゃ
す
く
、

ま
た
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

※繰り上げ請求には次のような制限が…

①特別支給の老齢厚生年金があるときは、 65歳

までその支給が停止されます。②65歳まで遺族

厚生年金は支給停止となります。③障害基礎年

金および寡婦年金は受けられません。

広報うえだ1.12. 16 【ア】



市役所など---...._..* 
年末年始は休みます

⑩市役所(豊殿・塩田・川西支所)

12月29日-1月 3日まて¥休みになります。な

お、 戸籍の届け出(出生・死亡など)は、市役所

宿直室 (本庁舎西側)で扱います。

⑩水道修理

水道管の凍結なと守水道事故は、市役所宿直室(宮

⑫4100)へご連絡ください。

⑩トイレのくみ取り

12月29日-1月 3日まで休みになります。例年、

年末になるとトイレのくみ取りが集中し、ご希望

の日にお伺いできない場合があ りますので、でき

るだけ 1月に延ばすようお願いします。

⑨各施設の休業日

図書館 12月25日一 |月 6日

市民の森スケート場 12月29日一31日

(火葬) 12月31日午後一|月 2日
大星斎場 -・・・ ・----ー・.ーーーーーーーーー-・ F ・・ F ・・"ーー・ 四・昌司ー ー岨ーー・ー_.・ーーーーーー__

(ペッ卜火葬) 12月31日一 |月 3日

博物館、山本鼎記念館

信濃国分寺資料館

働く婦人の家

高齢者福祉センター

デイ ・サービスセンター
12月29日一 |月 3日

市民会館、相染閣

リージョンプラザ上田創造館

文化センタ一、各公民館

勤労青少年ホーム

産院 (31日は緊急当番医)

乳児院、点字図書館

年末年始のごみは計画的に出しましょう

年末年始のごみ収集
クリーンセンタ -fi⑫0666

毎年、年末はたいへんごみの量が多くなります。

今年は下表のとおり 12月30日まで特別収集します

ので、一度に大量に出さず計画的に出しましょう 。

(なお、ク リー ンセンターまで直接持ち込む場合

は、 12月31日の午前11時45分まで受け付けます )

新年は 1月 4日から収集します。

年末年始のごみ収集日程表

12月29日(針 通常の金曜日地区のみ収集します

30日出 通常の土曜日地区のみ収集します

12月31日(日)

一|月 3日(7N
休 み

|月 4日休) 通常の木曜日地区のみ収集します

※ 12月23日(土)は祝日(天皇誕生日)のため、ごみの収

集は休みます。

宅三主有三己言言孟胃呈主 τ三Eと言言E己・守言言己司王Eと有-己 τ呈主・『三=..有言言ミ・1豆_. .三三一三三三三ー守圭主主_..三孟百三孟-孟『呈E己有三-・1圭-胃三主司王孟-三宅三=胃三=己主言言主言-胃言主有三-宅三孟弓三孟守主主主言-弓-己胃言言己有三孟-孟胃至Eと-己主言E己

(民生児童委員名簿つづき)
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民生児童委員名簿 (敬称略)

[91 広報うえだ1.12. 16 

12月 1日に全国一斉に民生・児童委員の改選

が行われ、上田市では179人が厚生大臣から委嘱

されました。任期は平成元年12月 1日から 4年

11月30日までです。お気軽にご相談くださし、。

また、 47人のかたが退任きれました。長年に

わたり社会福祉の増進にご尽力をいただき、心

からお礼申し上げます。

( 8ペー ジ下段へつつ‘く)



「ふるさと劇場」
ゃっ太郎まつりの最終イベント「ふるさと劇場」

が 11月24日、別所温泉相染閣で聞かれました。梅

沢武生・富美男、前川清さんらによる劇に観客は

大笑い。その後、別所小児童による真田十勇士賛

歌など地元出演者も加わったり、前川清さん、梅

沢富美男さんの歌謡ショーも行われ、大いに盛り

上がりました。

大笑いの

音
楽
で
防
火
を

P
R

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊
に
よ
る
第
一
固
定

期
演
奏
会
が
十
一
月
二
十
五
日
、
上
田
創
造

館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
同
音
楽
隊
は
、
日
ご

ろ
か
ら
市
民
に
防
火
意
識
を
よ
リ
強
く
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
音
楽
を
通
し
て
訴
え
て
い

ま
す
。

二
十
八
名
の
隊
員
が
行
進
曲
「
ブ
ラ

ブ

l
ラ
」
、
歌
劇
「
ナ
ブ

ッ
コ
」
序
曲
、
デ
ィ

ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
十
一
曲
を
披
露
。
会

場
は
家
族
連
れ
ら
で
い
っ
ぱ
い
。
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

川

マ
と
き
一
月
二
十
五
日
附
午
前

川

八
時
四
十
五
分

1
午

後

三

時

マ

と

川

こ

ろ

上

田

保

他

所

(合
同
庁
令
)

川

マ

対
象
お
お
む
ね
六
十
歳
未
満

川

マ

内
容
①
健
康
度
測
定
(
検
尿
、

川

血

液
検
査
、
眼
底
検
査
、

心
電
図
、

川

診
察
な
ど

)
②
休
養
診
断
・
栄
養
診

川

断
③
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
側
人
相

川

談
④
十
五
分
間
歩
行

マ

料

金

四

川

千
六
百
二
十
円

マ
申
し
込
み

一

川

月
十
八
日
附
ま
で
に
上
田
保
健
所

川

(
宮

(
ω
1
2
6
0
内
線

2
3
5
)

へ

川

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

川

職
業
訓
練
指
導
員
の

川

資
格
免
許
取
得
講
習
会

川

マ

講
習
期
間
来
年
一
月
二
十
二

川

白
川

1
二
十
七
日
出
マ
受
講
資
格

川

①
一
級
ま
た
は
単
一
級
の
検
定
に
合

川

格
し
て
い
る
人
②
次
の
実
務
経
験
の

川

あ
る
人
⑦
大
学
の
関
連
専
門
学
科
卒

川

業
後
二
年
以
上

の
実
務
経
験
者
③
短

川

大
、
高
専
の
関
連
専
門
学
科
卒
業
後

川

四
年
以
上
の
実
務
経
験
者
。
高
校
の

川

関
連
専
門
学
科
卒
業
後
七
年
以
上
の

川

実
務
経
験
者
な
ど

マ

会

場

同

校

川

(天
神
二
l
四
|
五
五

)

マ
申
込

川
期
限

来
年
一
月
十
日
附

マ
申
し

川
込
み

同
校
(
包
⑫
2
6
6
6
)

(10] 

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
す

広報うえだ1.12. 16 



議襲
撃集
要薬
務薬
務薬
務薬
務業
務選
募集
議案
彦選
議業
募集
診察
疑
惑冬
募集
議案
診察
議選
券業
務冬
募集
募集
淡
診察
議案
深
募集
派
議象
派
募集
診察
淡
募集
議案
診察
議冬
彦寒
波
深
深
募集
淡
議選
派
議案
議寒
波
設業
議案 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

淡
議選
募集
深
募集
募集
募集
募集
議冬
彦選
参集
浜
募集

生活情報がいっぱい

第 2回上田市消費生活展が11月25・26日、

中央公民館、働く婦人の家で聞かれました。

市 ・県の主催で「本当の豊かさを求めて」

がテーマ。会場は 、生活向上に役立つ情報

でいっぱし、。手作り石けんの実演(=写真)、

お料理のアラカルト、産直大ノ〈ザールなど

市民の人気 を集めていました 。

企
中
古
の
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
譲
り
受
け
、

家
業
を
兄
弟
で
手
伝
っ
た

4
『
ド
リ
ー
ム
号
で
渋
温
泉

へ
出
か
け

る
直
前
(
遠
乗
り
会
)

昭
和
お
年
当
時
の

自
動
車
、
バ
イ
ク

あ、ごそかに奉納の舞い

生島足島神社の勤労感謝祭が11月23日に

聞かれました。五穀豊じよう を感謝し、神

楽殿では近 くの小学校 6年女子 による奉納

の舞いが披露され、訪れた市民や観光客ら

が観賞しました。 この舞いは、戦前から途

絶えていましたが、今年の祇園祭に復活し

たものです。

提供者

山崎賢二郎さん
(64歳・柳町〉

ま
ゅ
の
大
量
仕
入
れ
に

大
活
躍

f

「グ
グ
グ

ッ

グ
1
/
」
。
当
時

の
車
は
な
か
な
か
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

ら
な
く
て
:・
。
手
回
し
式
で
、
寒
い

と
き
は
ラ
ジ
エ
タ
!
に
お
湯
を
か
け

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
車
は
中
古
の

「
ダ
ッ

ト
サ

ン
」
、
バ
イ
ク
の
ほ
う

は
ホ
ン
ダ
の
「
ド
リ
ー
ム
号
」

。
二

枚
と
も
昭
和
二
十
五
年
で
す
。

知
ろ
う
守
ろ
う

最

低

賃

金

最
低
賃
金
は
、
常
用
、
臨
時
、

パ

ー
ト
な
ど

の
雇
用
や
就
業
形
態
に
か

か
わ
り
な
く
、
す
べ
て

の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら

「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が

一
日
三
千
八
百
三
十
八
円
(一

時
間
四
百
八
十
円
)
以
上
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

-
問
い
合
わ
せ
上
回
労
働
基
準
監

督
署
包
⑫

0
3
3
8

戦
争
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の

こ
の
こ
ろ
、
わ
た
し
は
家
業
の
絹
糸

商
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
、
車
や
バ

イ
ク
で
各
地
を
か
け
回
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
ゆ
、
生
糸
の
買
い
付
け
に
は
、

ド
リ
ー

ム
号
が
大
活
躍
。
主
に
須
坂

i
佐
久
方
面
へ
赴
き
、

仲
買
、
問
屋
、

農
家
な
ど
か
ら
ま
と
め
て
買
い
付
け

た
も
の
で
す
。
そ
の
仕
入
れ
や
販
売

に
威
力
を
発
揮
し
た
の
が
ダ

ッ
ト
サ

ン
。
車
の
高
さ
の
倍
ほ
ど
の
ま
ゆ
を

積
み
上
げ
、
県
内
外
の
製
糸
業
へ
却

し
て
い
ま
し
た
。
ゅ
う
に
六
百
キ
ロ
は

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
下
っ
て
、
昭
和

三
十
年
ご
ろ
か
ら
は
、
自
宅
工
場
で

製
糸
業
も
始
め
ま
し
た
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
η
)
4
1
0
0

上
回
公
園

「
平
和
の
鐘
」
を

一
般
開
放
し
ま
す

十
二
月
三
十
一
日
午
後
十
一
時
四

十
五
分
か
ら
一
月
一
日
午
前
零
時
三

十
分
ま
で
、
上
田
公
園
に
あ
る
「
平

和
の
鐘
」
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
公
園
管
理
事
務
所

(
内
線
1
4
3
5
)

「
平
和
の
鐘
」
で
気
持
ち
新
た
に

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

開

催

し

ま

す

マ
対
象
市
内
に
在
住
か
…
市
内

に
勤
務
す
る
二
十
九
歳
ま
で
の
人

マ
と
き
十
二
月
二
十
一
日
同
午
後

六
時
三
十
分
j
同
九
時

マ
と
こ
ろ

上
田
市
観
光
会
館
二
階
マ
内
容

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
、
ゲ

l
ム
、
デ
ィ

ス
コ
、
社
交
ダ
ン
ス
マ
申
し
込
み

青
少
年
ホ

l
ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
同
九
時

ま
で
に
ご
連
絡
を
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済

補
助
金
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
退
職
し
た
従

業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
か
ら
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
申

請
は
、
来
年
一
月
十
九
日
幽
ま
で
で

す
の
で
、
次
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

-
市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
昭

和
六
十
一
年
以
降
の
加
入
者
に
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
金
額

は
、
加
入
し
た
月
か
ら
三
年
間
、
掛

金
の
二

O
%
(
一
人
月
額
六
百
円
限

度
)
で
す
。

-
提
出
期
限
は
一
月
十
九
日

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
来
年
一
月

十
九
日
幽
ま
で
に
、
今
年
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
掛
金
に
対
す
る
補
助

交
付
申
請
書
を
労
政
課
(
内
線

1
4

1
2
)

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
特
定
退
職
金
共
済
に
も
補
助

も
う
一
つ
の
退
職
金
共
済
制
度
と

し
て
、
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
な
ど
が
実
施
す
る
共
済

制
度
で
、
市
で
は
こ
の
制
度
に
加
入

し
た
中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ん

に
も
同
様
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

公
売
し
ま
す

カ
モ
シ
カ
の

ナ
メ
シ
毛
皮

カ
モ
シ
カ
は
国
の
特
別
天
然
記
念

物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

近
年
そ
の
数
が
増
加
し
、
植
林
さ
れ
一

た
幼
木
な
ど
に
被
害
を
与
え
て
い
ま
…

す
。
そ
の
た
め
、
や
む
を
え
ず
、
個
一

体
数
調
整
の
た
め
、
国
の
許
可
を
得
一

て
捕
獲
し
ま
し
た
。

そ
の
ナ
メ
ン
毛
…

皮
三
枚
を
公
売
し
ま
す
。
後
日
、
現
一

物
を
ご
覧
の
う
え
、
入
札
し
て
い
た
一

だ
き
ま
す
。

一

マ
申
込
期
限
十
二
月
二
十
八
日
一

閃
マ
申
込
先
直
接
、
農
林
課
(
内
一

線
1
4
5
7
)

へ
来
て
く
だ
さ
い
。

一

圃

第

3
回

…

圃
危
険
物
取
扱
者
試
験
と

一一

圃

準

備

講

習

会

一一

マ
と
き
と
こ
ろ
来
年
二
月
十
…

八
日
附
(
長
野
市
)
、
同
二
月
二
十
一

五
日
目
(
松
本
市
)
マ
試
験
の
種
一

類
全
種
類
マ
願
書
受
付
十
二
一
・
農
地
問
題
相
談
お
休
み
し
ま
す
。

月
二
十
五
日
円
か
ら
来
年
一
月
十
日
一

・
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

附
ま
で
に
、
例
消
防
試
験
研
究
セ
ン
一
マ
と
き

1
月
ロ
日
幽

-m日
制
い

タ
l
長
野
県
支
部
へ
郵
送
す
る
。

一
ず
れ
も
午
後

1
時
叩
分

j
3
時
却
分

マ
そ
の
他
受
験
願
書
と
試
験
実
施
一
マ
予
約
先
生
活
環
境
課
(
内
線

1

案
内
は

i

消
防
本
部
予
防
課
と
上
小
ア
u
8
8
)

地
方
事
務
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

一
・
土
地
・
建
物
の
法
律
相
談
マ
と

・
準

備

講

習

会

を

開

催

一

き

1
月
日
日
同
午
後
1
時
1

4
時

マ

と

き

来

年

二

月

八

日

嗣

マ

…

マ

と

こ

ろ

西

庁

舎

2
階

と
こ
ろ
市
消
防
会
館
マ
申
し
込
一
・
行
政
相
談
マ
と
き

1
月

8
日

み
十
二
月
二
十
五
日
円
か
ら
一
月
一
間
午
前
日
時
j
午
後

3
時

マ

と

こ

十
日
附
ま
で
に
、
消
防
本
部
予
防
課
一
ろ
上
回
西
武

(
3
階

)

マ

内

容

(
岱
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5
)
へ
一
行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望

固定資産税
.....・・・・・・第3期

(都市計画税)

・収税課(内線 1304)

納期限は12月25日(月)です

【12】

国民健康保険税・・・・・・・・・・・・第6期
・国保年金課(内線 1367)
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消
防
現
場
で
活
躍
す
る

新
ワ
ゴ
ン
車
が
寄
贈

上
田
中
央
消
防
署
に
十
一
月
二
十

八
日
、
消
防
現
場
指
揮
用

の
ワ
ゴ

ン

車
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
は

和
田
源
様

(中
央

こ

か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
二
千
∞

の
四
輪
駆
動
車

で
九
人
乗
り
。

新
ワ
ゴ

ン
車
は
、
放
送
設
備
と
無

線
装
置
を
装
備
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
山
林
火
災
な
ど
の
非
常
時
に
大

い
に
活
躍
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

~~健|診|l噌層!"I:?#" I 
当 l桂!日~I

21ii;震を~~，7

( 10カ、月児) 吉池正貴くん

(伊勢山)

あや か

丸山紋加ちゃん

(笹井)

保健予防課

(内線1374)保健コーすー

上
田
中
央
消
防
署
に
配
属
さ
れ
た

新
ワ
ゴ
ン
車

• 1月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時 -2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちくださし、。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりましたので、健診日に会場で記入して

いただきます。

上
田
創
造
館
で

新

春

の

催

し

上
田
創
造
館
で
は
、
新
春
特
別
事

業
と
し
て
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別

投
影
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
と
き
一
月
四
日
同
j

八
日
間

c

午
前
十
一
時
、
午
後
一
時
三
十
分
、

同
三
時

(
七
日

の
み
午
前
九
時
三
十

分
も
あ
り
)
マ
投
影
内
容

冬
の
星

空

と

私

た

ち

の

地

球

マ

料

金

小

中
学
生
百
円
、
高
校
生
以
上

の
学
生

百
五
十
円
、

一
般
二
百
円
マ
定
員

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 v臼U 

4か月児
1月9日 元年 8月16日-8月31日生

1月16日 元年 9月 1日-9月15日生 i

10か月児
1月11日 元年 2月16日-2月28日生

1月25日 元年 3月 1日-3月15日生

|歳6か月冗
1月10日 63年 6月16日-6月30日生

1月24日 63年 7月 1日-7月15日生

歳 ノl日じ
1月8日 61年12月 1日-12月15日生

3 
1月19日 61年12月16日-12月31日生

各
国
と
も
百
二
十
名

一

・
親

子

映

画

教

室

一

マ
と
き
一
月
五
日
幽
・
六
日
出
。

…

午
前
十
時
j

十
一
時
と
午
後
一
時
一二
一
圃
ゆ
ず
り
ま
す

十
分

i
二
時
三
十
分

の
二
回
マ
と
一
マ
ベ
ビ
|
布

団

無

料

こ
ろ
視
聴
覚
教
室

(
三
階
)
マ
内
…
マ

ソ
フ
ァ

ー
ベ

ッ
ド

無

料

容

「く
も
の
糸
」
「
青

い
鳥
」

を

一
マ
健
康
マ

ッ
ト

無
料

上

映

マ

入

場

料

無

料

マ

定

員

一

マ
電
気
ス
ト

ー

ブ

二

千

円

各

国

と

も

五

十

名

…

マ

豆

炭

こ

た

つ

無

料

-

家

族

写

生

大

会

絵

画

展

一

マ

編

み
機

五

千

円

1

マ
と
き
一
月
二
十
五
日
附
j

二
…

マ
布
団
乾
燥
器
五
千
円

月

五

日

開

マ

と

こ
ろ

上
田
創
造
一
マ
座
卓
五
千
円

館
美
術
館
マ
内
容
十
月
二
十
九
一
マ
回
転
式
座
い
す
七
千
円

日
に
開
催
し
た
写
生
大
会
参
加
者
の

…
マ
温
風
ヒ
ー
タ
ー

一
万
円

作
品
を
展
示
(
入
場
無
料
)

一
マ

ス
ケ
ー
ト
靴

(m
Hン
)
千
五
百
円

一行
〉
子
ど
も
食
堂
い
す
無
料

…

マ

掃

除

機

無

料

マ

布

団

無

料

一
マ
学
生
服

(上
着
)

無
料

一一
〉
汁

器

一

式

無

料

一
マ
太
陽
温
水
器
一
万
円

一
画
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

一
マ
ベ
ビ
|
ベ
ッ
ド

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

一
マ

ぶ
ら
ん
こ

マ

テ

レ

ビ

一
マ
電
気
ミ
シ
ン
マ
加
湿
器

…
マ
自
転
車

マ
二
段
ベ

ッ
ド

一
マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

マ

車

球

台

一

マ

黒

板

マ

ワ

ー
プ

ロ

マ

大

正

琴

…
マ
ス
キ
|
板
マ
同
ウ
ェ
ア
(
女
)

一
マ
ス
キ

l
靴

マ

エ

レ

ク
ト
ー

ン

一
マ
カ
|
チ
ェ
ア
(子
ど
も
補
助
い
す
)

…
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(内

一
線

1
3
9
0
)

不
用
品
登
録
情
報
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一一一 -.  

市
役
所
は
平
成

2
年

1
月
か
ら

第

2
• 

第

4
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
す

国
の
行
政
機
関
は
、
今
年
ペ
l

月
か
ら
べ
ま
だ
県
で
も
今
年
5
月
か
ら
包
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
を
閉
庁
し
て

い
ま
す
。

市
も
国
お
よ
び
県
巳
な
ら
い
、
平
成
2
年
4
1

月
か
ら
毎
月
の
第
2
・
第
4
土
曜
日
を
閉
庁
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
だ
。
最
初
の
閉
庁
土
曜
日
は
平
成
2
年
ペl
月
刊
日
で
す
。

閉
庁
に
あ
だ
っ
て
は
¥
平
日
の
昼
休
み
の
窓
口
業
務
お
よ
び
緊
急
時
に
お
け
る
業
務
体
制
の
整
備
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
ガ
低
下
し
な
い
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

画
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、

清
掃
事

務
所
な
ど
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す

市
役
所
や
支
所
な
ど
は
、
土
曜
閉

庁
に
な
り
ま
す
が
、
業
務
や
施
設
の

性
質
か
ら
、

小
・
中
学
校
や
保
育
園
、

清
掃
事
務
所
な
ど
の
施
設
は
今
ま
で

ど
お
り
第
2
・
第

4
土
曜
日
で
も
業

務
を
行
い
ま
す
。

岨
死

t
屈
な
ど
は

当
直
で
受
け
付
け
ま
す

死
亡
届
、

出
生
届
・
婚
姻
届
等
の

受
付
は
、

日
曜
日
や
祝
日
と
同
様
に

市
役
所
の
当
直
で
行
い
ま
す
。

乙

女 1月から第2・第4土曜日;が休みとなる施設

塩田地区有線放市役所本庁舎 ・南庁舎 ・西庁舎水道局 豊殿支所塩田支所川西支所

送所 点字図書館第一・第二学校給食セン ター 下水浄化セン ター

*今までどおり第2・第4土曜日も開館する施設

教育施設 小学校・中学校

乳児院母子寮児童館児 童 セ ン タ ー 福祉事業センタ 一 報思 寮 産

福祉施設 院塩田母子健康セン ター相染閣 高齢者福祉セン ター デイ・サービ

スセン タ一 川西社会福祉セン タ一 保育園解放会館

市民会館勤労者福祉セン タ一、働く婦人の家 勤労青少年ホーム 公園

文化 ・体育施設
管理事務所 転作促進研修セン ター 農村環境改善センタ ー 勤労青年学

校公民館文化会館図書館博物館信濃国介寺資料館信濃国分寺|

跡史跡公園管理事務所 山本鼎記念館 市民体育館等各体育施設

その他の施設 清掃事務所 浄水管理セン ター

※詳しいことは、利用される施設または市役所総務課(fi⑫4100)へお問い合わせください。

(14】

j青;争園

広報うえだす.12. 16 

消防署伝染病舎クリーンセンター大星斎場一 部事務組 合
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